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三光純薬株式会社、骨粗鬆症におけるビタミンＫ２剤の選択時および効果判定に用いる 

「ピコルミ®ｕｃＯＣ」を新発売 

エーザイ株式会社がコ・プロモーションを展開 

 

 

三光純薬株式会社（本社：東京都、社長：神保正男、以下「三光純薬」）は、骨粗鬆症

におけるビタミンＫ２剤の選択時およびビタミンＫ２剤の効果判定の補助的指標に用いる

「ピコルミ®ｕｃＯＣ」を、本年 8月 29日に新発売します。 
販売においては、三光純薬の親会社であるエーザイ株式会社（本社：東京都、社長：

内藤晴夫、以下「エーザイ」）がコ・プロモーションを展開します。 
 
「ピコルミ®ｕｃＯＣ」は、タカラバイオ株式会社（本社：滋賀県、社長：加藤郁之

進）からライセンス供与を受け、三光純薬とエーザイが共同開発した新規の体外診断

用医薬品であり、骨のビタミンＫ不足を判断する際の補助的な指標となる血清中の低

カルボキシル化オステオカルシン（以下「ｕｃＯＣ」）を測定します。 
本診断薬を用いて骨粗鬆症患者様の血清中のｕｃＯＣ値を測定し、骨におけるビタミ

ンＫ不足を判断することで、より適切な薬物治療を行なうことが可能となります。 
 
現在、エーザイグループでは、本年 4月より日本事業本部を立ち上げ、国内におけ
る診断薬、医療用医薬品、一般用医薬品、ジェネリック医薬品の 4事業において統合
された戦略のもと、情報、サービス、製品の提供を進めています。 
コ･プロモーションを展開するエーザイは、骨粗鬆症治療剤として、ビタミンＫ２剤

の「グラケー®」（一般名：メナテトレノン）、ビスフォスフォネート製剤の「アクトネ

ル®」（一般名：リセドロン酸ナトリウム水和物）を販売しています。 
 
三光純薬とエーザイは、骨粗鬆症における診断から治療まで一貫した情報、製品の

提供を進めることで患者様のＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）向上を目指し、運

動器疾患領域の治療に一層貢献してまいります。 
以上 

 

［参考資料として、用語解説、製品概要、各社の概要、製品写真を添付しております］ 

［本件に関するお問い合わせ先］ 

三光純薬株式会社 
IR担当 仁科 

Tel: 03-3865-4311 

エーザイ株式会社 
コーポレートコミュニケーション部 

Tel: 03-3817-5120 
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■用語解説 

１．骨粗鬆症 
骨粗鬆症は、骨強度が低下することで、骨折しやすくなる疾患です。閉経後の女

性や高齢の男性に多くみられ、今後も骨粗鬆症患者数の増加が予想されています。

骨粗鬆症患者様が大腿骨頸部を骨折すると、その約半数はそのまま寝たきり状態に

なるといわれ、患者様のＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）に大きな影響を及ぼ

します。 

２．骨粗鬆症の治療とビタミンＫ 
骨粗鬆症の治療法としては、食事療法や運動療法とともに薬物療法があります。

薬物療法では、骨粗鬆症の症状などに応じて種々の薬剤が選択されます。その一つ

に、骨粗鬆症治療用ビタミンＫ２剤があります。ビタミンＫは骨形成系に働き、骨

基質蛋白であるオステオカルシン（ＯＣ）を改善することが認められており、骨に

おけるビタミンＫが不足している骨粗鬆症患者様に有用な薬剤です。 

３．低カルボキシル化オステオカルシン（undercarboxylated osteocalcin） 
骨芽細胞で合成される骨基質蛋白であるオステオカルシン（ＯＣ）は、ビタミン

Ｋ不足状態では、グルタミン酸残基（Ｇｌｕ）がγ－カルボキシグルタミン酸残基

に変換（Ｇｌａ化）されないため、骨基質に取り込まれず、低カルボキシル化オス

テオカルシン（ｕｃＯＣ）として血中に放出されます。 
海外の報告では、ｕｃＯＣの高値は、大腿骨頸部骨折のリスク因子であることが

明らかになっております。 

なお、三光純薬およびエーザイは、血清中のｕｃＯＣの濃度を測定し、骨粗鬆症

患者様の骨におけるビタミンＫ不足を検査する方法について、タカラバイオ株式会

社からライセンス供与を受けています。この検査方法は、タカラバイオ株式会社とフ

ランス国立衛生医学研究所（INSERM）の Pierre D. Delmas博士が共同で開発しまし
た。（日本、米国、欧州の主要諸国で特許登録済） 

 
■製品概要 

製 品 名 ピコルミ®ｕｃＯＣ 
使用目的 血清中の低カルボキシル化オステオカルシン（ｕｃＯＣ）の測定 

(骨粗鬆症におけるビタミンＫ２剤の選択時及びビタミンＫ２剤の効果判定の補助的指標) 
有効期間 12ヵ月（2～10℃保存）
保険点数 2007年 8月 1日保険適用 

検体検査実施料 
低カルボキシル化オステオカルシン（ｕｃＯＣ）精密測定 170点
検体検査判断料 
 生化学的検査（Ⅱ）判断料 135点（月 1回につき） 

希望納入価 136,000円 
製造販売元 三光純薬株式会社 
販売提携 エーザイ株式会社 

参考資料 
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■各社の概要 

《三光純薬株式会社》 
代表者 神保正男 
本社所在地 東京都千代田区岩本町一丁目 10番 6号 
事業内容 臨床検査薬、研究用試薬、医療機器等の製造、販売、輸入 
資本金 52億 62百万円［2007年 3月 31日現在］（エーザイ 50.59％出資）
＊ 三光純薬株式会社は、平成 19年 10月１日付にてエーザイ株式会社の完全子会社（エー
ザイ 100％出資）となる予定です。 

 
《エーザイ株式会社》 
代表者 内藤晴夫 
本社所在地 東京都文京区小石川 4丁目 6番 10号 
事業内容 医薬品の研究開発、製造、販売および輸出入 
資本金 449億 85百万円［2007年 3月 31日現在］ 

 
《タカラバイオ株式会社》 
代表者 加藤郁之進 
本社所在地 滋賀県大津市瀬田三丁目 4番 1号 

事業内容 研究用試薬・理化学機器・健康食品・キノコの製造・販売、細胞・遺

伝子治療の商業化 
資本金 89億 76百万円［2007年 3月 31日現在］ 

 
■製品写真 

 
 

以上 
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